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司会：定刻になりましたので、専修大学法学研究所主催の公開講座『現場からの法律
学・政治学Ⅰ』の第一回を始めたいと思います。まず、本日の対論者をも務められます当
研究所所長の森川幸一先生にご挨拶をお願い致します。
森川：みなさん、お集まり頂きまして、ありがとうございます。法学研究所の所長を務
めております法学部の森川と申します。
当研究所は1967年に開設された、法学部附置の研究所です。来年度には開設50周年を迎
える長い歴史をもっております。一昨年から2年間に亘り、『法律学と政治学の最
フロント・ライン
前線』と
いう公開講座を併せて6回開催しまして、今年度からは新たに『現場からの法律学・政治
学』というシリーズを開始することとなりました。今日がその第一回目です。これに続い
て11月26日に「刑事法・刑事政策の現場から」、12月10日に「地域行政の現場から」とい
う、「国際法・国際政治の現場から」と題する本日とはまた毛色の違った講座が用意され
ております。今年度はこの3回ですが、来年度、再来年度とそれぞれ3回ずつ実施致しまし
て、併せて9回の講座を開く予定でおります。本日は、その第一回目なわけですが、私が
国際法を専門とすることから、「国際法・国際政治の現場から」ということで、海上自衛
隊幹部学校の中村一佐にご報告をお願いすることに致しております。「中村一佐」とお呼
びしなくてはならないのですが、これからは親しみと尊敬の気持ちをこめて「中村さん」
と呼ばせて頂きます。
中村さんは長年、自衛隊の幹部学校の方で、研究と教育に携わっておられます。私も数
年前から安全保障法制について研究しておりますが、現場で活躍しておられる中村さんと
もお話する機会が多くありました。そこで、今日は是非、皆さんの前でそのお考えの一部
を披露して頂きたいと考えた次第です。中村さんはもちろん、現場の第一線で様々な法整
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備に携わっておられるのですが、同時に横浜国立大学の大学院で博士号も取得しておられ
まして、単なる行政官というだけではなくて、学者としてもご活躍の方でございます。
前置きはこれくらいにして、早速、中村さんからご講演を頂くことにしたいと思いま
す。よろしくお願い致します。
